














































つのバリエーション(a variation of the Parent Company Concept)」であるとか







































































































































































































































































































































































(a variationof the ParentCompany Concept)であるとか「親会社説の最も純粋
な形態」(thepurestform of the ParentCompany Concept)として位置づける考
え方も提示している26）。「親会社説の１つのバリエーション」や「親会社
説の最も純粋な形態」と位置づける場合には，比例連結説は親会社説のな
かに完全に含まれてしまうことになり，その結果として，連結基礎概念は
経済的単一体説と親会社説の２つであると考えざるを得なくなるのである。
　次に，比例連結説を「親会社説の１つのバリエーション」として位置づ
ける考え方について述べる。すなわち，この場合には，一般に親会社説と
言われているものは厳密には幾つかのバリエーションが存在し，比例連結
説はそのうちの１つに過ぎないと考えるのである。私見ではあるが，この
ように「親会社説の１つのバリエーション」とする考え方は，十分妥当性
を有すると思う。然るに，これについて殊更異議を申し立てるつもりはな
い。しかしもし，親会社の持分を適正に表示するという点に注目したなら
ば，比例連結説は１つのバリエーション以上のものであると考えて良いの
ではないか。つまり換言すれば，親会社の持分を厳密に表示するという考
え方を徹底すればする程，必然的に親会社の持分に相当する部分以外を無
視することになると言わざるを得ない。その意味では，むしろ比例連結説
を「最も純粋な親会社説」として位置づけることの方がより妥当であるよ
引こ思う。
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